
岡
京
榔
錨
地
に
在
つ

院
鹿
雲
宗
瑞
章
子
。

リ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
林
照
寺

て
、
提
宗
商
波
に
臨
す
る
0

9
ン
シ
ョ
ウ
ジ
燃
照
寺

て
、
興
宗
東
訴
に
臨
す
る
。

リ
ン
セ
ン
タ
リ
ヨ
ウ
臨
川
寺
領
京
の
臨
川
寺

領
が
.
石
川
端
大
野
陀
に
在
っ
た
こ
と
は
、
元
弘
・
建

・
武
以
降
の
臨
川
寺
文
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
ろ
。
こ
の

寺
は
足
利
愈
氏
・
直
義
兄
揚
の
館
信
し
た
疎
.
石
の
住

し
た
所
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
が
そ
の
班
闘
を
保
謎
す

る
こ
と
甚
だ
厚
く
、
建
武
三
年
に
は
骨
格
氏
か
ら
加
賀

の
守
秘
・
笛
模
商
家
に
命
じ
て
、
そ
の
兵
士
の
臨
川
寺

領
大
野
庄
を
佼
饗
す
る
こ
と
勿
ら
し
め
、
興
凶
元
・

ご
年
〈
瞬
間
邸
三
・
四
〉
に
は
、
務
附
か
ら
斯
波
民
頓
に

命
令
し
て
、
大
野
庄
の
年
貰
を
若
狭
の
小
部
に
同
制
制

す
る
に
際
し
之
を
暫
悶
せ
し
め
、
次
い
で
正
.
牛
二
年

ハ
貞
利
三
〉
、
ま
た
そ
の
年
貨
が
琵
琶
湖
上
に
辺
倒
せ

ら
れ
る
時
、
兵
士
米
と
抑
制
し
て
幼
掠
ナ
る
も
の
が
あ

っ
た
か
ら
、
務
附
は
佐
々
木
秀
網
に
之
を
禁
止
せ
し

め
た
こ
と
が
あ
る
。
叉
蔭
涼
軒
日
録
永
亭
十
年
六
周

六
日
の
僚
に
、
『
常
院
御
成
御
節
。
臨
川
寺
領
加
州

宮
限
公
事
云
々
各
例
之
。
』
同
斑
正
一
一
一
年
七
月
十
九
日

の
僚
に
、
『
臨
川
寺
領
自
州
宮
腹
内
平
木
、
尤
封
寺

家
路
不
義
者
可
遂
放
之
同
一
宮
々
。
』
と
見
え
る
が
、
こ

の
宮
腰
も
亦
大
野
庄
内
な
の
で
あ
る
。

リ
ン
ト
ウ
麟
等

J
カ
グ
シ
ツ
リ

y
ト

ウ

挺

室
麟
等
。

リ

ン

パ

林

地

↓

7
サ
ノ
ヤ
リ

Y

パ
桟
野
島

林
披
。リン
ユ
・
ワ
ジ
林
闘
寺
金
制
作
六
斗
林
に
在
っ
て
、

提
宗
東
波
に
鴎
す
る
。
初
め
こ
れ
を
石
川
部
鐙
村
に

創
立
し
、
事
保
十
七
年
今
の
地
に
移
縛
し
た
と
い

• 

‘、目。

鹿
島
都
春
木
に
在
つ

リ
ン
l
l
レ
イ

ル

ル
イ
ジ
ユ
ウ
コ
タ
シ
ホ
類
緊
国
史
補
四
十
一
一
一

加
。
安
政
四
年
三
用
品
u
一
日
前
岡
野
泰
の
命
に
凶
り
、

狩
谷
膨
友
・

m中
獄
之
・
高
橋
富
零
ハ
笛
兄
〉
・
一
一
一
輪
照

覧
・
有
阿
久
米
人
・
宮
弁
般
太
郎
・
紳
保
磯
次
郎
・
青
木

新
三
郎
・
高
木
守
衛
・
安
木

m頗
方
が
、
類
寂
凶
史
の

級
編
を
繍
ふ
震
に
捜
ん
だ
も
の
で
、
稿
本
は
尾
山
静

祉
に
緩
せ
ら
れ
る
。

ル
イ
ダ
イ
イ
シ
カ
ハ
カ
シ
ュ
ウ
類
題
石
川
歌
集

二
加
。
明
治
十
年
商
栂
宮
見
者
。
話
時
の
.
石
川
郡
管

制
阪
城
で
あ
っ
た
加
賀
・
能
資
・
越
中
及
び
越
前
七
都

の
詠
歌
を
類
題
蒐
集
し
た
も
の
で
、
献
蚊
千
十
五
首
、

人
員
四
百
入
十
五
名
。
そ
の
作
者
姓
名
録
を
巻
尾
に

附
録
し
て
あ
る
0

・

ル
イ
ダ
イ
ウ
メ
ガ
カ
シ
ュ
ウ
類
題
梅
香
集
一

加
。
近
藤
篤
之
者
。
金
持
及
び
加
越
能
三
州
の
近
慌

の
献
を
類
題
集
録
し
た
も
の
で
、
春
風
に
作
者
姓
名

が
附
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
明
治
十
一
日
早
高
橋
笛
兄
の

序
文
が
あ
る
。

ル
イ
ハ
ン
累
犯
質
永
以
前
に
在
つ
て
は
、
禁

事
一
-
一
同
に
及
べ
ば
、
罪
の
軽
重
に
拘
ら
ず
死
刑
に
鴎

し
た
o
E語
一
一
一
年
窃
爺
犯
に
よ
っ
て
御
領
一
同
温
放
に

磁
せ
ら
れ
た
者
が
、
邸
附
し
て
窃
盗
し
た
か
ら
、
一
=
宇

腕
御
構
遁
放
に
し
た
腕
、
廷
に
封
内
に
入
っ
て
窃
盗

し
た
。
依
っ
て
公
事
場
挙
行
は
斬
せ
ん
こ
と
を
奥
秘

し
た
が
、
恰
も
徳
川
家
宣
の
一
周
患
に
曾
し
た
か
ら
、

=
一
た
び
追
放
し
た
。
是
に
於
い
て
禁
寧
コ
一
回
に
し
て

助
命
せ
ら
れ
る
例
を
聞
い
た
。
し
か
も
寛
延
元
年
越

中
戸
出
の
乞
巧
県
三
右
衛
門
は
、
窃
畿
一
一
一
回
に
し
て

斬
せ
ら
れ
た
。
次
い
で
天
明
六
年
四
局
前
回
治
僚
は

令
し
て
、
公
事
拐
に
於
い
て
禁
寧
三
回
な
る
時
は
斬

す
る
こ
と
醤
の
如
く
な
る
べ
き
も
、
盗
賊
政
方
に
て

禁
牢
一
一
一
回
に
及
ぶ
も
街
出
獄
せ
し
め
、
そ
の
後
直
に

窃
諮
を
行
ふ
時
は
、
罪
の
晦
璽
に
よ
ら
ず
、
公
邸
揚

に
制
附
議
し
て
死
刑
に
嘗
て
る
こ
と
に
し
た
。

ル
イ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
暴
葉
集
初
縞
一

mm。
金
持

の
俳
人
大
夢
の
主
催
に
係
る
渡
句
集
で
、
嘉
永
五
年

壬
子
秋
梅
室
八
十
四
歳
の
序
文
が
あ
り
、
高
井
一
一
百

の
竹
の
織
を
添
へ
る
。
そ
の
序
文
に
凶
る
と
、
自
今

毎
年
鍛
刊
す
る
と
の
意
味
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
次

舗
は
安
政
ご
年
に
出
で
、
梅
室
の
序
と
安
政
乙
卯
菊

用
七
十
七
翁
装
闘
の
序
と
が
あ
る
。
板
元
は
蹴
び
に

不
明
。
そ
の
梅
室
の
序
に
年
続
の
な
い
の
は
、
阪
・
に

夜
後
だ
か
ら
で
あ
る
。

ル
ス
留
守
滞
侯
の
在
府
ま
た
は
在
域
せ
ぬ
期

間
を
御
留
守
と
帯
し
た
。

ル
ス
ヰ
ア
シ
ガ
ル
留
守
居
足
軽
亭
保
九
年
初

め
て
御
留
守
番
一
一
一
人
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
に
足
慨
を

附
鴎
せ
し
め
た
。
矧
揚
椛
幌
に
、
『
御
域
内
四
十
七
ヶ

所
の
内
十
つ
腕
、
享
保
九
年
御
留
守
厨
支
配
に
被

何
付
、
右
足
醗
勤
番
。
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。
次

い
で
間
十
一
年
に
『
定
番
足
鰻
不
残
右
物
顕
支
配
に

被
仰
付
。
』
と
い
ふ
も
の
は
、
先
に
吉
田
停
左
衛
門
支

配
足
織
と
い
ふ
の
が
あ
り
、
縛
左
衛
門
は
正
徳
二
年

に
夜
し
た
が
、
そ
の
跡
組
を
留
守
居
物
顕
に
鴎
せ
し

た
と
の
意
で
、
元
勝
三
年
に
初
っ
た
定
番
足
艦
の
こ

と
で
は
な
い
0
.

ル
ス
キ
パ
ン
留
守
居
番
金
様
御
留
守
跨
番
は

冗
隊
十
年
四
局
初
め
て
丹
羽
七
郎
左
衛
門
E
蹟
・
諮

問
造
酒
議
長
二
人
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
貸
永
六
年
丹
羽

夜
し
、
七
年
七
局
関
屋
市
右
衛
門
政
知
が
命
ぜ
ら
れ
、

正
徳
元
年
五
周
諸
問
踊
右
衛
門
E
良
叉
命
せ
ら
れ
て

三
人
と
な
っ
た
。
三
年
禄
悶
務
長
夜
し
、
事
保
入
年

鹿
島
郷
巾
野
に
在
っ
て
、

津
田
正
良
も
残
し
、
九
年
入
月
開
屋
は
致
仕
し
、
即

日
高
田
弼
.
右
衛
門
時
種
・
霞

m貞
右
衛
門
E
直
・
宮
川

友
右
衛
門
忠
友
が
命
ぜ
ら
れ
て
、
爾
後
三
人
と
定
め

ら
れ
辿
納
ナ
る
。
金
持
御
留
守
底
番
の
役
科
は
百
況

十
石
で
、
一
一
組
典
カ
ご
人
・
足
鰻
品
川
七
人
〈
コ
一
の
二
筒
、

三
の
一
弓
〉
・
小
頭
三
人
。
外
に
手
替
足
韓
三
人
・
小

者
三
人
は
仲
間
に
頭
ヘ
下
さ
れ
た
。
↓
エ
ド
ル
ス
ヰ
バ

y

江
戸
留
守
服
審
。

ル
デ
ン
ジ
涜
儒
寺

員
宗
東
読
に
鹿
す
る
。
レ

レ
イ
ウ
ン
イ
ン
盤
雲
院
也
日
前
務
中
一
第
二
代

前

m利
窓
の
法
鋭
。
詳
し
く
は
強
雲
院
桃
岳
宗
軍
口
大

居
士
。レ
イ
ガ
イ
カ
タ
リ
ン
盤
外
国
制
林
金
禅
師
洞
宗

天
徳
院
十
九
代
の
住
持
。
天
保
二
年
十
一
周
十
三
日

寂。
レ
イ
カ
イ
ヨ
レ
キ
晶
画
海
蝕
混
一
加
。
奥
村
向

究
若
。
我
が
邦
人
が
宋
怖
の
性
理
説
に
疎
ら
れ
、
古

嬰
慌
の
示
し
た
桁
物
致
知
誠
心
正
窓
の
民
意
点
化
忘
れ

る
に
歪
ら
ん
こ
と
を
髭
へ
、
天
地
人
の
経
致
が
易
に

存
す
る
こ
と
を
結
論
し
た
も
の
で
あ
る
。

レ
イ
カ
ン
盤
観
江
沼
郡
能
屋
良
宗
東
糠
商
祭

寺
入
代
の
住
職
。
明
和
三
年
越
前
殺
到
唯
願
寺
に
生

ま
れ
た
。
幼
名
政
。
訴
は
併
摂
。
廿
五
歳
商
築
寺
に

入
っ
て
嗣
と
な
り
、
後
高
倉
観
察
に
入
り
寮
司
と
な

っ
た
。
文
政
十
三
年
十
一
周
ご
十
日
寂
、
六
十
五
歳
。

隠
聾
院
と
越
す
る
。

レ
イ
カ
ン
イ
ン

鍵
鑑
院

加
賀
務
中
市
第
十
四
代

九

-


